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本社 広報室 〒612-8501 
京都市伏見区竹田鳥羽殿町 6番地 

https://www.kyocera.co.jp 

「HAPTIVITY®」が搭載された 

フルサイズミラーレスカメラ「Sigma BF」（シグマ社提供画像） 

 

2025 年 4月 22日 

記者各位 

京セラ株式会社 

京セラ株式会社（代表取締役社長：谷本 秀夫、以下：京セラ）は、当社の独自

技術でリアルな触感を再現する触覚伝達デバイス「HAPTIVITY®」が、株式会社シ

グマより本年 4 月に発売されるフルサイズミラーレスカメラ「Sigma BF」に搭載

されましたので、お知らせします。 

 「HAPTIVITY®」がミラーレスカメラに搭載されるのは、本件が初めてとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「HAPTIVITY®」は、当社の圧電セラミック振動素子を活用することで、パネル

やディスプレイを指でタッチした感圧によって微細な振動を発生させ、リアルな

触感を実現する技術です。 

「Sigma BF」の 3つのボタン（センター、オプション、再生）とダイヤルの上下

左右ボタンに「HAPTIVITY®」が採用されており、物理的な摩耗が起きず、常に正

確かつ快適な押し心地で、直感的な操作が可能となります。 

京セラでは高機能触感デバイスである圧電セラミック振動素子を使用した

「HAPTIVITY®」を車載、民生問わず一般化させ、次世代の Human Machine Interface

の必須デバイスとして発展させていきます。 
 

※ HAPTIVITY は京セラ株式会社の登録商標です。圧力検知、及び、機械式ボタンの押下感触の再現、振動起

動のそれぞれを圧電素子・振動増幅機構・制御回路およびソフトウェアの組み合わせによって最適制御する触

覚伝達技術で、京セラの特許技術です。 

京セラの触覚伝達デバイス「HAPTIVITY®」が 

ミラーレスカメラ「Sigma BF」に搭載 
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■「HAPTIVITY®」の特長 

１．優れた応答性でレスポンスよく振動 

応答性に優れた圧電セラミック振動素子を用いた「HAPTIVITY®」では、押し込

むとレスポンスよく振動させることができるので、ストレスを感じさせません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「HAPTIVITY®」でリアルな触感を再現 

メカ式ボタンを押す時には、ボタンを押し込む時と離す時に

2回触感を感じます。一般的な触覚伝達技術では、指で触ったと

きに 1 回振動を発生させるので、ボタンのような触感とは異な

ります。一方、「HAPTIVITY®」は、指で押し込む際の押圧を検

知し 1 回目の振動を発生、押圧が下がるタイミングで 2 回目の

振動を発生させるので、リアルなボタン触感が得られます。 

 

 

３．確実な操作感で誤操作を防⽌ 

触れるだけでなく、押し込むことで⼊⼒操作が⾏われるため、誤動作を防⽌でき

ます。確実な操作を求められるモビリティ分野をはじめ、遠隔医療や産業機器など

さまざまな分野に最適なデバイスです。 
 
 
４．フラットデザインで省スペース・設計⾃由度アップ 
圧電セラミック振動素子を用いた「HAPTIVITY®」は、小型・薄型のフラットデ

ザインで、製品の省スペース化、設計⾃由度、デザイン性の向上に貢献します。 
 
 

■「HAPTIVITY」の詳細について 

https://www.kyocera.co.jp/prdct/haptivity/about/detail/haptivity.html 
 

■フルサイズミラーレスカメラ「Sigma BF」の詳細について 

https://www.sigma-global.com/jp/cameras/bf/ 

 

■報道機関からのお問い合わせ 

京セラ株式会社 広報室 本社 TEL：075-604-3416／東京 TEL：03-6364-5503（直） 

https://www.kyocera.co.jp/prdct/haptivity/about/detail/haptivity.html
https://www.sigma-global.com/jp/cameras/bf/

